
Japan Concrete Institute 

NII-Electronic Library Service 

Japan 　 Conorete エnstitute

コ ン ク リ
ー一

トー匚学 年次 論 史集，Vol、22，　 N 〔｝．3．2D（川

論文　曲げせ ん 断応力 を受 け る 高強 度 コ ン ク リー ト全数 重 ね 継 手 の 研 究

師橋憲貴 il ・桜 田 智之 12

要 旨 ：重 ね 継手 を部材応 力 の 大 き い 危険断面位置 で 全数重ね 継手 した 高強度 コ ンク リ
ー

ト

は り部材 の 曲げせ ん 断加 力実験 を普通強 度 コ ン ク リ
ー

トを 用 い た は り部材 と比較 して 行

い ，重ね 継手 の 力学的性 状 につ い て検討を行 っ た。そ の 結果，曲げせ ん断応 力下 で の継手

性状に つ い て ，長期許容応力度時 の 最大 曲げひ び割れ幅が 普通強度 コ ン ク リートの 試験体

に 比 べ 小 さくな る こ と，重ね継手主筋の 降伏領域が普通強度 コ ン ク リ
ー

トの 試験 体に 比 べ

よ り進行する こ と，高強度コ ン クリ
ー

トの 試験体 は既往 の 付着割裂強度式に よ る 終局付着

耐力と降伏時 の 付着耐 力 と の 比が小 さ い こ と等，コ ン ク リ
ー

ト強度 の 差異が 認め られ た 。

キ
ー

ワ
ード ：全数重ね継手，高強度 コ ン ク リ

ー
ト， 横補強筋 比，曲げせ ん 断応 力

　 1 ．は じめ に

　重 ね継手 の 実験 で は，基本的な継手性状 を把

握 し易 い こ とか ら加 力方法は モ ー
メ ン トを

一
定

に し た純曲げ加力が 多い 。純 曲げ加 力 で は重ね

継手 区間 で 継 手筋 の 応力は等 し く，重 ね 継手 の

付着 劣化 に つ い て は 重 ね 継手の 両側 か ら起 こ る

と考 え られ 重ね継手 に対 して は厳 し い 条件で の

実験 と なる 。しか し，重ね 継手 の 継 手性状を把

握 す るため には，重ね継手周囲 の コ ン ク リ
ー

ト

の 応力状態 を実際の 鉄筋 コ ン ク リ
ー

ト部材で の

応 力状 態 に近似 さ せ る 必要があ り ， 曲 げ応 力に

加 えせ ん断応 力を作 用 させ た場合に つ い て も検

討する必要が ある 。特に ， は り曲げ降伏後 の 継

手性状 につ い ては ， 塑性変形 に よ り 重ね継 手両

端の うち応力の大き い 側 か ら重ね継 手 の 付着が

劣化す る と考え られ る。そ こ で 本研究で は重ね

継手を部材応力の 大 き い 危 険断 面位置 で，は り

断 面内 の 主筋を 全数重ね継手 したは り部 材 の 曲

げせん断加 力実験 を行 っ た 。 重ね 継手 の 力学的

性状に つ い て は，曲げ降伏以前で は曲げ ひ び 割

れ 幅お よび剛性 を，ま た 曲げ降伏後で は継 手筋

の 降伏領 域 の 進展状況，継手余裕率および塑性

率に 主眼 を 置 い て 検討を行 っ た、

　一方，コ ン ク リ
ー

ト強 度に つ い て は近 年鉄筋

コ ン ク リ
ー

ト造 建築物 に 用 い られ る コ ン ク リ
ー

トの 高強度化が進め られ て い る 。 こ の こ と か ら

本研究で は 高強度 コ ン ク リ
ー

トを用 い た重ね継

手 の 継 手性状 の 把握 を 目 的 と し た 。実験 に は高

強 度コ ン ク リ
ートと と も に普通 強度 コ ン ク リ

ー

トを用 い た 試験体 を計 画 し，コ ン ク リ
ー ト強度

を対比する こ とによ り検 討 を行 っ た。また ，重

ね 継手 の 継 手性状 に 影 響する 変動因子 に つ い て

は，重ね継手 の 有無お よび横 補強筋量を取 り上

げ検討 を行 っ た 。

　 2 ．実験概要

　2．1 試験体計画

　図一1に試験体形 状お よび 断面図 を示す 。 試験

体形状 は中央に柱型 ス タブ を有す る せん断 ス パ

ン 比 3．0の単純 ば り形 式 で あ る 。 ス タブ の 幅は

は り幅と同
一

と した 。 重ね 継手 は ス タ ブ 端 部 の

は り下 端危険断 面位置 に ス タブ を 挟ん で 両 側 に

設 け ，重 ね 継手長 さは 30db と
一定に し た。主筋

は 上 端お よ び下端 と も 3−Dl9で ，重ね 継手 は 主

筋 を水平 に重ね る形式 と した。また，重ね継 手

を設けず通 し配筋と した試験体 を計画 し，重ね
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表一2 材料特性
30−OB，30−05H

塵螻 到　　厘塵 　　単 位 cm

30 120 40340 12e 30

a）鉄筋

試験 体 使 用 鉄 筋 使 用 箇所
σ y

（MPa ）

ε ylq

．1
σ max

〔MPa ｝

　 E

（GPa 冫

1｝− 4） Dl9 （SO345 ） 3900 ．21570183
5）
〜B｝ Dl9 （SD685 〕

主筋
7100 ．40920178

1〕〜8） D10 （SD295A ） 横補強 筋 365020540182

b）コ ン ク
1
丿
一ト

　　 　　 　　 　　 通 し 配 筋

prv
＝OA ，0．8，1．2％　 　 　 　 　 　 　 　 pw ； O．8％

圃剛
出 　 出 単位 ，c．

図
一1 試 験体形状 および 断面図

継手 を 有す る 試験体 に 対す る力学 的性状 の 指標

と した。横補強筋 は，外周横 補強筋 に 中 子 筋 を

組 合わ せ て 配筋 した。表一1に 試験体 詳細 を示

す 。 試験体は普通強 度 コ ンク リ
ー

ト （以降普通

強度 と称す ） を対 象 と した試 験体 4体 ［試験体

番号 D 〜4）］およ び高強度 コ ン ク リ
ー

ト （以降

高強度 と 称 す ） を 対 象 と し た 試験 体 4体 ［試験

体番号 5）〜8）］の 合計 8体 で あ る 。横 補強 筋比

Pw は 0．4，0．8， 1．2％ の 3種類 とし，横補強筋

の補強量が 継手性状 に 与え る影 響を検討 した。

表一2に 鉄筋お よび コ ン ク リ
ー

トの 材料特性 を示

す。主筋は普通強度を対象と し た試験体で は普

通強度鉄筋 （SD345）を使 用 し，高強度 を対象 と

し た 試 験 体 で は 高強 度 鉄 筋 （SD685 ）を 使用 し

た。横補 強筋 は ，横 補強 筋 の 強度 の 差 に よ る 重

単位水量｛kg 〆論

試験体

粗 骨材

最大 寸法

　 ｛mm 〕

スラン

　（6m ）

W ／ C

　勵

水 セ メン 砂 砂利

圧縮 強

　 σ B

（MP己｝

割 裂強度

　〔MPa 〕

11〜4｝
20．o13 ．762 ．5175280a449 δ23502 ．50

5〕〜8｝ 25、9280174621554983723355

ね継 手 の 付着に対す る 拘束 へ の 影響 は 少な い も

の と判断 し，普通強 度お よび高強度 の 試験体 と

もに普通強 度鉄筋 （SD295A）を使用 した。実験時

の コ ン ク リ
ー

ト強度 σ B は，　 普 通 強度 で 35．O

MPa
， 高強度 で 72．3MPaで あ っ た。

　2．2 加力方法および測定方法

　加 力 は 正 負繰 り返 し 載荷 を行 い
， は り曲 げ降

伏 ま で は荷重 制御 と し，曲 げ降伏後 は 変位 に よ

り制御 した。変位の 測定は ，ホル ダー
をス タブ

の 両側に 取 り付け，変位 計 （検長 50mm）によ り測

定 した。ひ び割 れ 幅 は マ イ ク ロ ス コ
ー

プ （最小

目盛 りO．02mm＞に よ り，試験区 間 の 主 筋重心線

上を測定 し た 。主 筋の ひ ずみ は ス トレイ ン ゲ
ー

ジ を重ね継手 区間 の 4等分 の 位 置 に 貼 付 し測 定

した。

3．実験結果

表一3に実験結果一覧 を示す 。

3．1 長期許容応力度 時 の 最 大曲 げひび割れ 幅

図
一2は 重 ね 継手始点 （危険断面位置）が長期許

表一1 賦験体 詳細

試験 体名

継手 長 さ
横補 強

筋比

卿

（％ ）

横補強

筋間隔

　s

〔  ）

横補 強筋本数

　　 1本 1 横補強 筋

　 形状

ndb
旦 S

〔cm ）
外周筋 中子 筋

1）30
−04 0．41844

2）30−0830db570 ．8977
3＞30 −12 1261010

4〕 T−08 通 し配 筋 0．89 一 一 ［
⊥

‘
5｝30−04H 0．41344
6）30−08H30db570 ．8977
7）30−12H 「 1．261010
8）下

一
〇8H し配 肋 　　 0．89 一 一

表一3 実験結果
一

覧

試 験 体 名

　コ ンク

リート強 度

　 σ B

　〔MPa ）

曲げ降伏

　荷重

　 （kN）

最 終加 力

　荷 重

　Pmax

　 （kN ）

最大 曲げ

ひ び割 れ

　 Wmax

　 （mm ）

破 壊種別

930 −04 175203 ＊ 0．16FB
1732340 、丁4 F2130−083

）30一夐24
） T−08 幽 176239O ．15F

1782220 ．16F
5）30−04H 3」4355 寧 012FB
6）30−08H
刀 30−12H

320395012F
　 　 72．3

囲 3 「7 」99o ，14F
8）T−08H 3083940 ．10F

＊ 最 大荷 重 を示す FB曲 げ降伏 後の 付藩 割裂破 壊 F：曲げ降伏
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容応力度時 （σ t ＝ 196MPa時）の 最大曲げひ び

割れ 幅 Wmaxで ある。　 Wmax となる曲 げ ひ び割れ は

危険断面位置 に発生 し，または り両側 の ひ び割

れ幅 の うち大 き い 方 の 値 を示 し た。四rnaxの 平均

は普通 強度 コ ン ク リ
ー

トの 試験 体 で 0．15mm，高

強度 コ ンク リ
ー

トの 試験体で 0．13m皿 とな り，

Wmaxは高強度 の 試験体 の 方が 小 さくな る 傾向が

認め られた。 こ の こ とは コ ン ク リ
ー

ト強度 の 増

加に伴 い割裂強度が増加し，曲げひび割れ発生

荷 重 が 高 くな っ た こ と に よ る も の と考 え られ

る 。図
一2中に は既往 純 曲げ実験 1）・2＞の 結果 に つ

い て も 示 し た が ，既往純 曲げ実験 に 比 べ 本曲げ

せ ん断実験の Wmax は若干大き く な っ た。 こ れ は

純曲 げ実験 の 純 曲 げ区 間で は モ
ー

メ ン トが
一

定

で 応力が等し い の に対 し，曲げせ ん 断実験で は

危険断面位置で モ ー
メ ン トが最 大とな り応 力が

集中し ， 危険断面位置 に発生 し た ひ び割れ幅は

増加 し た もの と推測 され る 。 また，横補強筋比

を Pw・0．4％ 〜1，2％に変化 させ た こ とによ る

Wmaxへ の 影響は 認 め られ な か っ た。さ ら に 通 し

配筋 の 試験体 （T−08，T一  8H）と重ね継手を有する

試験体 との 比較 にお い て もWmax に差 は さほど認

め られ なか っ た 。

　 3．2 最終破 壊形状

　図一3は 最終破壊形状の 例示 で あ る。30−04，30

−04Hは 曲げ降伏後 付着割裂破 壌 し た 試験 体 で あ

るが，ひ び割れ は各試験体 とも初め に危険断面

位 置 で 曲げ ひ び割 れが発 生 し，は り下端 か らは

？
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図
一2 最大 曲げひび 割れ幅

　　 （σ t＝ 審96胛 a時）

図一3 最終破壊形状の例示

り上 端 へ 進展 し た 。 そ の 後 荷重の 増加 に 伴 い 危

険断面位 置 か ら離れ た 位 置 で 曲げせ ん 断 ひ び 割

れがは り下端か ら発生 し，加 力点方向に 向け て

進展 した。付着割裂破壊時に は危険断面位置の

継手始点に 発 生し た付着ひび割れ が徐 々 に継手

に 沿 っ て は り端部に進行 し耐荷 力が低 下 した。

高強度 コ ン ク リー トの 30−04Hは 普通 強度 コ ン ク

リ
ー

トの 30−04に比 べ Pmaxの 増加 に よ り，曲 げ

せ ん断お よび付着ひ び割 れ の 主た る ひ び割れ に

付随 し た 分 散 し た 細 か い ひ び割れ の 発 生 が 多数

み られた。

　3．3 変 形性状

　図一4は荷重一たわ み曲線の 例示 で ，図 a＞お よ

び 図 b）は普通強 度 コ ン ク リ
ー

トの 試験 体 （30−

04，30−12），また 図 c）お よ び図 d）は 高強 度コ ン

ク リ
ー トの 試 験体 （30−04H、30− 12H）で あ る 。試

験体 は危険断面 位置 の 重ね継手 始点 の ひ ずみ の

確認 によ りす べ て 曲 げ降 伏が認 め られた 。曲 げ

降伏に 至 る ま で の 剛性は普通強度 と高強度で 差

異 はみ られなか っ た。曲 げ降伏 時 （図 中 ▽ 印）の

荷重 は普通強度で 173〜178kN，高強度 で 308〜

320kNとな っ た。曲げ降伏後 付着割裂 破壊 し た

30−04およ び 30−04H は付着割 裂破 壊 の 発 生後 ，

正 加 力時の 繰 り 返 し ご と に た わ み の 増 加 に 伴 い

付着 ひ び割 れ が進 行 し耐荷力 が 低 下 し た ［図

a），図c）］．横補強筋比 を Pw＝1．2％ で 高補強 し

た 30−12お よび 30−12H は，最終 加 力荷重 まで 付

着割裂破壊せ ず紡錘 型 の 荷重一たわ み 性 状 を示

し横補強筋の 効果 が認め られ た ［図b），図 d）］。

　図
一5に 正 加 力時 の 荷 重

一
た わ み 曲線 の 包 絡 線
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図一4 荷重一
たわみ曲線の例示

を示 す。Pw ＝ O．4％ の 試験体は ，普通 強度 コ ン

ク リ
ー

トの 30−04で 曲げ降伏 後 1／67rad時 に，ま

た 高強度 コ ン ク リ
ートの 30−04Hは 1／75rad時 に

付 着割 裂破壊 の 発 生が み られ徐 々 に 耐荷 力が 低

（
董
と

04

30

20

10

2
と

40

30

20

10

t／100　　　　1／50　　　　1／33　　　　1125
　 　 　 　 　 　 　 　 　 （rad ）

　 　 　 1／100　　　］／50　　　　1／33　　　1／25
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （rad ）

図一5 荷 重 一たわ み曲線 （包絡線》

下 した。Pw ・ O．8％ 、　L　2％ の 試験体，な らびに

通 し配筋 の 試験 体 は，最終加 力時 （1／25rad）に

至 る まで 安定した耐荷力を維持 した 。 通 し配筋

の 試験体は ，曲げ降伏に 至 る まで の 剛性 な らび

に 曲 げ降伏 後 の 耐荷 力が重 ね継手を有する 試験

体 に 比 べ ，若干低い 値 を 示 し た 。

　 3．4 降伏領域の 進展 状況

　図
一6は 曲 げ降伏後付着割裂破壊 し た Pw ； O．4

％ の 30−04お よび 30−04Hの 重ね継 手 主筋 の 降伏

領域 の 進展 状況 を示 した もの で あ る 。柱型 ス タ

ブ を通 る継手筋は ，曲げ降伏とと もに 危険 断面

位 置 で 降伏 ひ ず み に 達 す る が （ε ／ε y
・1．0），そ

の 後 部材角 の 増 加 に 従 い 降伏 領域 が 危険断 面位

置か らは り端部 に 向 け て 進展 して 行 く。付着割

裂破壊時に 普通強度 コ ン ク リ
ー トの 30−04で は

降 伏領 域 は重ね 継手長 さ 2s の 1／4ま で ［0．36D

（D ：は り 全 せ い）］，高強度 コ ン ク リ
ー

トの 30一
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図
一6 降伏領域の進展状況

04Hで は as の 1／4〜1／2の 範囲 ま で ［0．36D〜0，

71D］進展 して お り，高強 度試験 体 の 方が降伏

領 域 の 進 展が継手終点に 向け て 進行 して い た。

一
方，最終加 力荷 重 ま で 付着割裂破壊 せ ず 耐荷

力 を維持し た Pw ・ O．8％，1．2％の 試験体 の 降伏

領域 の 進 展は，最終加力時 （1／25rad）で 普通強

度お よび高強度 の試験 体 と も 9sの 1／2まで ［0．

71D］ とな っ て お り，横補 強 筋量 の増加 によ り

降伏領域 の 進展 は抑制 され付着割裂破壊に 至 ら

なか っ たも の と考え られ る。通 し 配筋 の 試験体

は 最 終加 力時 （1／25rad）に お い て ，普 通強度 コ

ン ク リー トの T−08で 危険 断面位 置 か ら 1．43Dま

で ，高強度 コ ン ク リ
ー ト の T−08Hで 1．07Dまで 降

伏領域 の 進 展が認 め られ，重ね継手を有する 試

験体 に比 べ 降伏領域の 進展 は危険断 面位置か ら

は り端部に向けて深 く進行 して い た 。

　 3．5 継手余裕率および塑性率

　図一7は継 手余 裕率 と 塑性 率 の 関 係 を示 した も

の で あ る 。継手余裕率 は曲げ降伏時の は り付着

耐 力 （必 要 τ ） に 対 する 終 局付着耐力 （保 有

τ ） を比で表 し た も の で あ る。こ こ で 保有 τ は

筆者 らが横補強筋比 pm＝1．0％ま で の 高補 強域

を含む全数重 ね継手 の既往付着割裂実験 に よ り

誘導 し た 付着割 裂強 度算定 式 2）に よ る 値 と し た

（表
一5）。塑 性率 は 終局時 の た わ み δ U を曲 げ

降伏時の たわみ δyで 除 した もの であ る 。

　普通強 度 コ ン ク リ
ー トの 試験 体 （○ 印およ び

●印 ） で は 継手余裕 率 （保 有 τ ／必要 τ ）の 値

は 1．17以 上 とな っ た。また，塑 性率 （δu／δy）

の 値は 曲げ降伏後付着割 裂 破壊 した 30−04で

3．58 （○印），30−04以 外 の 最終加力荷重 ま で

付着割裂破壊せず 耐 荷 力を維持 した試 験体で

9．06以 上 （●印 ） とな っ た 。

一方，高強度 コ ン

ク リ
ー トの 試験体 （□ 印お よび■印） で は 継 手

余裕 率 （保有 τ ／必 要 τ ） の 値 は 0．88〜1．11と

な り， 1．Dを下 回 る 値 は純 曲げ実験に よ り誘導

した 付着割 裂 強度算定 式 2）が 曲 げせん断実験 に

対 し て過 小評価 し て い る も の と考 え られ る。塑

性率は曲げ降伏 後付着割 裂破壊 した 30−e4Hで

1．54 （□ 印），30−04H以外 の 試験 体 で 4，80〜

5．34以上 （■印） とな っ た 。 こ れ ら の 値か ら全

体的に み る と普通 強度 お よ び 高強度 の 試験 体 と

もに 継手余裕率が 高くな る に つ れ て 塑性率は大

き くな る 傾 向が 認 め ら れ た。また Pw が 同 じ場

表一4 継手余裕率および塑性率

経 手 余 裕 皐 塑性率

試験体名
保 有 r

（MPa 〕

必 要 r

（MPal
脇
必要 τ

δ y

（囎 ｝

δ u

（ 

δ u／δy

1）30−043 、80 1．175 ．017 ．93 ，58
2）3〔｝

−084 ．483 ．251 ．385 ．348 、0 ≧9．06
3）30−12513 t585 ．248 、0 ≧9．23
5｝30−04H5 、20 o．8810 ，015 、41 ．54
ε〕30

−08H5 ．B85 ．920 ．999 ．o48 ．1 ≧5．34
7）30−12H6 ．55 1．1110 ．048 ．0 ≧ 4．80

（ 2．o

＼
1．

5
　 1

肝 o・

普通強度コ ン ク リ
ート

口

∴

● → 一

● → v

強 度コ ン ク リ ー

O ，囗 ；曲げ降伏後の

　 　 付着割裂破壊

●，■ ：曲げ降伏

　 0　　　 2　　 4　　 5　　 e　　 10　　 12

　 　 　 　 　 　 　 　 塑 性 率 （δ u ／δ y）
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表
一5 継手余裕率お よび塑性率の 計算

● 継 手余 裕率 （保 有 τ ／必 要 τ）

　O 保 有 τ・τ CO ＋ α τ st ［文 献 2）】

　　 ・ … （・・12 … D7 … ＋・・54 ／暑 ）癧

　　 τ st 冒（1十 2，51⊥
）1，54qst 痾

　 　 　 　 　 　 　 　 N

　　 ・… 留 ・・ t＝li器
　 　 as ：童ね 継 手 長 さ　 　db： 主 筋径 　 b ： は リ幅

　　 on コ ン ク リ
ー

ト強 度 （膕Pa）

　 　 N ： 全 重 ね 継 手 組 数 　 　 PW ：横 補強 筋 比

　 　 n ：横 補強筋 が直 接かか っ て い る 重ね継 手 組数

　 Σ db ：重 ね継手 の 主筋 の 直径 の 総和

　 　 　 （重 ね継手 の 主 筋 1組 は 2 本 と 数 え る ）

　 Σ　db， ：重ね継 手の 外 側で の 主筋 の 直径 の 総和

　 　 　 （重 ね 継手の 主 筋 1組 は 1 本 と数 え る ）

　 　 α ；1．O（習i盈蜘 ［コンクリ
ー
ト），O．7（高強渡 コンウリ

ー
ト）

・必要 ・
・σ

1譜 … 主 筋降伏応 鍍

● 塑 性率 （δ u ／δ y ）

　　 δ y ：曲 げ降伏時 た わ み 　δ u ：最大 荷■ 時た わみ

合 ，高強度 と 普 通 強度の 試験体 を 比 べ る と，高

強度 の 試験体は 継手余裕 率およ び塑性 率 と も に

小 さ い 値で あ っ た。高 強度 の 試験体の 継手余裕

率が普 通強度 よ り 小 さ く算定さ れ る 要 因は，高

強度 コ ン ク リー トを 用 い た こ と に よる保 有 τ の

増 加 が ，主 筋 に 高強度鉄 筋を用 い た こ と に よ る

必要 τ の 増加 に 比 べ 小 さ い た め で あ る。一
方，

塑性率 は荷 重 とたわ み の 関係 で 求 ま る が ，Pw・

O．4％ で 同
一

の 場合，高強度 の 30−04Hは 3．3節

図
一4よ り．普通 強度 の 3e−04とほぼ 同等 の 変形

量 で 付着割裂破壊 し て お り，結果 として 塑性率

は小 さ い 値 とな っ た 。こ れ は 3．4節で 述 べ た重

ね継 手主筋 の 降伏 領域 が，高強度の 試験体は 普

通 強度 に 比 べ 長 い こ と が 影 響 し て い る も の と考

え られ る 。

　以上 の こ とか ら，今後 コ ン ク リー トの 強度 と

鉄筋の強度の 組合わ せ が継手余裕 率 に 与 え る 影

響 を明確 にし ， 継 手余裕 率を基 に して 塑性率の

推 定が可 能か ど うか ，さ らに検討 を行 っ て い き

た い 。

　 4 ．結諭

　高強度 コ ン ク リ
ー

トを用 い た全数重ね継手 の

曲げせ ん 断実験を行 っ た結果 ，本 実験 の範囲で

以 下 に示す知 見が得 ら れ た．

D 重ね 継手始点が長 期許容応 力度 時 の 最大 曲

　 げひ び 割れ 幅 は，高強 度 コ ン ク リ
ー

トの 試

　 験 体 の 方が 普通 強度 コ ン ク リ
ー

トの 試験体

　 に 比べ 小 さくな る傾向が認 め られ た。

2） 既往の 純曲げ実験に 比 べ 本曲げせ ん 断実験

　 の 方 が長 期 許容応 力度時 の 最大 曲 げ ひ び割

　 れ幅は若干 大き くな っ た。

3） 重 ね 継 手 長 さ を 30db と
一

定に した 本実験の

　 試 験体 はす べ て 重 ね継手 主 筋の 曲げ降伏が

　 認 め ら れ ，普通 強度 コ ン ク リ
ー

トお よび 高

　 強 度 コ ン ク リ
ー

トの 試験体 と も に ，横補強

　 筋比 Pw＝0．4％ の 試験体は曲げ降伏後 付着割

　 裂破壊が 発 生 し，Pw＝0．8％，L2e／e の 試験体

　 は最終加力時 （1／25rad）に 至 る まで通 し配筋

　 の 試験体 と同等 の 耐荷 力を示 した。

4）継 手 余裕率お よ び 塑性率に よ り曲 げ降伏 後

　 の 継 手 性 状 を 評価 し た 結 果，同
一

Pw の 場

　 合，高強度 コ ン ク リ
ー

トの 試 験体 は 普 通 強

　 度 コ ン ク リ
ー

トの 試験 体 に 比 べ ，継手余裕

　 率 ととも に 塑性率 も 小 さ い 値 とな っ た。

　以 上 ，普通 強度 コ ン ク リ
ー

トと高強度 コ ン ク

リ
ー

トの 全 数 重ね 継 手 の 曲げ せ ん 断 実験 を行

い ，継手 性状に つ い て 比 較 した 結果，最 大曲 げ

ひ び割れ 幅な らび に，継 手余裕 率および 塑性率

の 評価は コ ン ク リ
ー

ト強度に よ る差異が み られ

たが，適切な横補 強筋量 を確保 すれば高強度 コ

ン ク リ
ー

トを 使用 して も部材角 1／25radの 大変

形 ま で 十分な継 手性状が期 待で きる こ とを確 認

し た 。
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